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設立者　　国立大学法人 京都大学
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國谷 史朗　　大江橋法律事務所 弁護士

新川 大祐　　北斗税理士法人 税理士・公認会計士

理事長
山中伸弥

専務理事

高須直子

業務執行理事

塚原正義

花谷忠昭

64 名

21 名

23 名

18 名

(2023 年 7月 1日現在 )

理事長

専務事長
業務執行理事

運営会議

理事会

監査室

ゲノム解析チーム

特性評価チーム

微生物検査チーム

原料・資材管理チーム

QC 支援チーム

審査・倫理等支援グループ

再生医療・創薬支援グループ

広報グループ

事業戦略企画グループ

知財グループ

契約管理室

財務室

社会連携グループ

総務グループ

人事グループ

財務グループ

契約管理グループ

畠 賢一郞

松山 晃文　



iPS 細胞ストックや分化細胞の製造 ・ 提供等

次世代 iPS 細胞の研究開発等

関連技術の共有 ・ 普及等

受付︓平日９時 ～ 17 時

　ヒト iPS 細胞作製成功に関する論文が 2007 年

に発表されて以降、 iPS 細胞は世界の研究機関、

製薬会社で新しい医療の開発に使われています。

　 日本国内では、 当財団も連携している iPS

細胞研究所 (CiRA) 等が中心となり、 iPS 細胞

技術の実用化を目指した応用研究が進められて

います。

いくつかの病気やケガについては、 患者さんに

ご協力いただく臨床研究の段階にあることが」、

研究を実施している機関によって報告されてい

ます。

　 細胞医薬品の実用化、 製造 ・ 販売は大学では

難しく、 研究成果や技術を産業界へ引き継ぐた

めの組織として、 当財団が活動を開始いたしま

した。

　 iPS 細胞という新しい技術を使った再生医療

の研究開発は、 企業にも多大な時間とコストが

かかり、 製造 ・ 販売にまで到達できないリスクも

高い事業です。 企業が参入しやすいよう、 障壁

を津越でも減らすため、 当財団では、 iPS 細胞や

技術等を良心的な価格で提供しています。

　日本で生まれた iPS 細胞技術が実用化された

時、 非常に高額な医療となって、 必要とする人に

届かない、 という事態を避けるためには、 当財団

のような活動が必要不可欠です。

　 これまでの研究成果を無駄にせず、 iPS 細胞

技術の実用化という長期的な取り組みを継続

させるために、 公益目的事業による収入や公的

研究費に加え、 皆さまからのご寄付も募ってい

ます。

みなさまから賜りましたご寄付は、下記のような
公益目的事業に大切に活用させていただきます。






